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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 肝機能の研究業績は諸家により幾多の報告がなされて

きたが，なお議論の多いところである．しかし，現在ま

で脾・骨髄聞のむすびつきの研究には，病的脾機能充進

状態が骨髄造血に対し種々の影響のあるであろうことは

＝斉しく認められ，その大部分は組織学的，血液学胞形態

学的のものであり，機能的方面に関しては実験方法の困

難さもあり認めるべき業績は割合に少ない．

 著者は脾の病態ならびにそれが及ぼす骨髄機能を，そ

れらを出入する血液ガス代謝面から観察する目的から，

先ず実験的脾腫，その摘脾時，更に臨床的にいわゆる

Banti症候群，溶血性貧血をとりあげて2～3の研究を

試みた．

 実験方法

 ユ．動物実験

 ユ）実験動物

 体重2～2．5㎏内外の白色健常ウサギを用いた．

 2）実験方法

 ①採血方法および検査法

 採血には乾燥滅菌ロック注射筒を用い，検査法には赤

］血球数と白血球数の測定はBttrker－TUrk計算盤を用

い，血色素量は塩酸ヘマチン法により光電比色計で測定

し，血中の02，CO2量はMikro－Van Slyke法で沢肝定

した．

 ②脾腫発生ウサギ群

 無処置群と溶血，淳血および感染により脾腫を発生し

たウサギ群について脾動脈血，脾静脈および門脈血を採

血し検査した．

 ③摘脾前後ウサギ群

 前記のように処置を行なって脾腫を発生したウサギの

摘脾前後の骨髄動静脈血検査を行なった．

 ④ 副腎皮質Steroid Hormoneによる影響

 無処置ならびに脾腫発生ウサギのSteroid Hormone

投与前後の骨髄動静脈血を検査した．

 ⑤臓器滲出液による実験

 同一ウサギの動脈血を対照として同じ条件下の肝，脾

および骨髄の各切片血液混和液の0、，CO、量を1時間

後と24時間後に測定し比較した．

 2．臨床実験

 Banti症候群および溶血性貧血患者の摘脾時に動脈

血，脾静脈血および静脈血を採血し検査iした．

 実験成績

 1．動物実験において溶血群と感染群は脾静脈血は脾

動脈血に比して赤血球数，血色素量が減少するにもかか

わらず，0、量は著明の増加を示し，CO、量はやや減少

した．汚血群は対照群と同様で両者の差異を認めなかっ

た．

 臨床実験においてBanti症候群と溶血性貧血患者の

摘三時の結果は前者はウサギ汚血群，後者はウサギ溶血

群と同様の成績を得た．すなわち，脾腫発生時の脾の輸

出入血液02，CO2量の測定の結果は，脾が02含有の

少ないCO、含有の多い赤血球を特異的に抑留すること

を実証し得た．

 2．脾，肝および骨髄の各切片の動脈」血混和滲出液の
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1時間後と24時間後の0、，CO、量は臓器別の差異は認

めなかった．これは脾，肝，骨髄の臓器切片を動脈血中

に滲出した実験から従来主に考えられている如き脾内の

酵素の作用というより，脾の特異的血球抑留作用であ「る

ことを知った．

 3．一方ウサギの摘脾前後において淳血時と感染時の

骨髄0、消費量の増加は摘脾後に著明であった．これよ

り病的脾の存在は骨髄内02消費量の滅少を来たすこと

から骨髄抑制作用のあることを実証した．

 4． ウサギ汚血群で副腎皮質Steroid Hormoneを投

与すると骨髄の0、消費量とCO、排出量の増加が見ら

れるが，摘脾後にSteroid Hormone投与するとその変

化が抑制された．これはSteroid Hormoneの作用は脾

臓の存在下においてのみ骨髄に0、消費量の尤進し得る

ことを知った．

論 文 審 査 の 要 旨

 提出せられた論文は脾ならびに骨髄のガス代謝面より脾機能を観察したものである．すなわち実験的に

作成せる溶血脾腫，濾血脾腫，感染脾腫について脾動静脈，門脈血の02およびCO2量を測定した．ま

た骨髄についてはこれら脾腫群の摘脾前後，ならびにSteroidhormon投与前後の骨髄動静脈血の02，

CO2：量の測定を行なった．

 また同一ウサギの動死脈血を対照として肝，脾，骨髄の各切片血液混液の02，CO2量を1時間後と24

時間後に測定した．更に臨床実験として，Banti症候群および溶血性貧血患者の摘三時に脾動静脈血内

02，CO2量の測定を行ない，次の結論を得た．すなわち

 1）脾は02含：量少なくCO2含量：の多い赤血球を特異的に抑留する．

 2）以．上の作用は従来考えられていた平内酸素の作用ではなく，脾の特異的血球抑留作用である．

 3）ガス代謝面から見て脾は骨髄機能を早婚するが，この作用には脾の存在が必要である．

 以上は従来老えられていた脾の機能を全く新しく瓦斯代謝面より裏付けし得たもので，医学に貢献する

ところ大なるものであり，学位に値するものと判断する．
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